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ボル ト締結のFEモ デル化テクニック例 (①一熱応力解析の利用)
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【質問】

ボル ト締結のFEモデル化に関するテクニック例を紹介して下さい。

【回答】

ボル ト締結の表現方法として代表的なものには、熱応力解析を用いる方法と接触解析を用いる方法の

2つが挙げられます。

熱応力解析を用いる方法では、ボル トの締め付けを、両端を固定したビーム要素の温度差と線膨張係

数による収縮によつて生じる軸方向の力=“軸力
"で

表現 します。

接触解析を用いる方法では、接触セットのオフセット機能を用いて
“
締め付け量

ル
を表現 します。

今回は、熱応力解析によって締め付け力を表現する方法をご紹介致しますのでご参考にして下さい。

(接触解析を用いる方法については、次回ご紹介致します。)

■主な使用テクニック
・ボル ト座面の節点位置を決めるためにパーティションを使用 → ステップ1

・ボル ト(ビーム要素)座面と本体 (ソリッド要素)の連結にはリジッド要素を使用 → ステップ2

・ボル トの締め付け力を温度差によるボル ト(ビーム要素)の熱収縮で表現 → ステップ3

・Try&Errorに よる要求締め付け力の合わせ込み → ステップ5、6

■紹介モデルに使用 した解析条件(参考)

ボル ト径 (ビーム要素):  d=12.7111111

材料

物理特性

初期温度条件

要求軸カ

全てデフォル トの鉄 (GENERIC_ISOTROPIC_STEEL)を使用

デフォル トの物性値を使用

参照温度 :22℃、ボル トに対する温度拘束 :-100℃

le+07(ILN)

(締付け管理を トルク法で行っていると仮定 し、TfttKFfdより軸力を

算出。ここでTf:トルク(本例では 1.9e+07mN・llullと仮定),

d=ボル ト径,Ff i軸力,K:ト ルク係数(本例では0。15と仮定))
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ポルト締結のFEモ デル化テクニック例 (②一接触解柄の利用)
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【質問】

ボルト締結のI■3モデル化に関するテク、ユック例を紹介して下さい。

【国答】

ボルト締結の表現方法として前田は、熱応力解析を用いる方法をご紹介しましたが、今回は軸方向の
“
締め付け量

ル
を扱う接触解析を用いた方法をご紹介しますので参考にして下さい。

具体的には、エンジンのコネクティングロッド(以降コンロッド)部品を題材に、I―IDEASの接触モデリ
ング機能である1‐接角虫セット(conttct Set)」を使用、ジオメトリのサーフゴ_スを直接利用した接触要素

を作成、同じくオプション機能「サーフェスオフセット(Sulface o撫et)」を用いて強制的に指定の厚さ

の岡J体ワッシャーを挟むイメージで
“
締め付け量

"を
表現します。

また本Tllでは、「データサーフェス(Datt SurFace)J機能を利用して合わせ面に生じている応力合計の

正負をチJャックすることにより、必要な締め付け量が得られているかを検証しています。

合わせて、「接触セット(Conttct Set)」使用のためのベースジオメトリ (サーフェス)の基本修正テク
エックもご紹介します。

■主な使用テクニック

・接触面となるボルトとコンロッドキャップのサーフェスペア間で、接触要素が確実かつ、必要な

部分にのみ生成される様なサーフェス分害」を実施 ― ステップ1
・データサーフェス作成のためにパーティションを使用 ― ステップ 1
・ボルトの締め付け量を接触セットのオフセット機能で表現 ‐ ステップ2
,データサーフェ.スの合計チュック機能を利用して発生応力の向き評flm → ステップ3
・Try&勘 Юrによる締め付け量の合わせ込み → ステップ4

今回はデータサーフェス機能の利用により、合わせ面であるコンロッド本体とコンロッドキャップ間の

接角虫は省略しておりますが、コンロッド本体×キヤップ間にも接触セットを使用した解析結果例をご参

考までに末尾 (9ページ)に ご紹介しています。

なお、今回ご紹介した題材は、弊社より販売致しております白習書「IIow to use IとDEAS」の中からの

抜粋です。巻末にインフォメーションとしまして「
力
IIow to usc I―DEAS」のご紹介を致しております。

そちらもご参照下さい。


